
 

長野県旧石器研究交流会 2023 予稿集 

付 佐久穂町特別講演会 講演資料 

 

プログラム 

 

【午前の部】  研究発表 

主催 長野県旧石器研究後援会  

後援 佐久穂町公民館 明治大学黒耀石研究センター 

 

10:00～10:40 長野県佐久市香坂山遺跡の範囲確認調査    国武 貞克 須藤 隆司 堤 隆 

10:40～11:10 香坂山遺跡における「石棒」について           堤 隆 国武貞克 須藤隆司  

11:20～12:00 長野県信濃町大久保南遺跡における発掘調査の概要（2019-2023 年） 

岩瀬 彬 長﨑 潤一阿部 嵩士 北村 成世 

 

【午後の部】  特別講演会 

主催 佐久穂町教育委員会 

後援 長野県旧石器研究後援会 明治大学黒耀石研究センター 

 

13:30～15:00  「トリデロック遺跡の発掘調査：列島最古のサピエンスの足跡を求めて」 

奈良文化財研究所 国武貞克 

 

発掘中のトリデロック遺跡 
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香坂山遺跡における「石棒」について 

1) 明治大学黒耀石研究センター、2) 奈良文化財研究所 

堤  隆 1)、国武貞克 2) 、須藤隆司 1) 

 
１．はじめに 
 長野県佐久市香坂山遺跡は、群馬県境に近い八風山

（標高 1315m）の南麓にあり標高 1140m。2020・2021
年と学術発掘調査が実施された（国武編2021・2022）。 
一連の調査では、大型石刃・小石刃・尖頭形剥片の 3

種が検出され、ユーラシア大陸の初期後期旧石器石器群

（IUP）との共通性が注目された。最新の放射性炭素年

代の較正値は、36.8ka cal.B.P.となり、列島最古の後期

旧石器時代石器群のひとつとなる。今回紹介する出土資

料は、その3種とは顔つきの異なる象徴的遺物である。 
 
２. 棒状の石製品について 
 2021年のF区の学術調査において、2ｄグリッドから、

棒状の石製品が検出された。キラキラと輝く結晶片岩を

素材とし、円柱状に加工したもので、最大長 33 ㎜、最

大径 14 ㎜を測る。利器としての機能は想定しがたく、

シンボル製品として、カッコつきで「石棒」とした。 
 
３．棒状の石製品の事例 
棒状の石製品は、頭部があり本例とは形状が異なるが、

大分県岩戸遺跡の例などがよく知られている（東北大学 

 
文学部考古学研究室 1978）。このほか千葉県升形遺跡の

ものなどが管見に上がる。しかし、きわめて事例が限ら

れており、ここに報告する次第である。 
 
引用文献 
国武貞克編 2021『香坂山

遺跡 2020 発掘調査

成果報告書』奈良

文化財研究所 

国武貞克編 2022『香坂山

遺跡 2021 発掘調査

成果報告書』奈良文

化財研究所 

東北大学文学部考古学研

究室 1978 『岩戸 : 大

分県大野郡清川村岩

戸旧石器時代遺跡出

土資料』東北大学文

学部考古学研究室考

古学資料集2 

 

 

 

図２ 香坂山遺跡の「石棒」 
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